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相転移研究の新 しい方法 としての rコヒー レン ト異常法 (CAM)｣ 日-2匂)ち
解説 した｡ スピングラスやカ イラルオーダlのような複雑な系の相転移の研究に
も準用できるようにするため､ 超有効場理論が提唱をし,21)-22) その有効性を
示 した｡ 21ト 22) これ らの二つの理論 は動的な振舞の研究にも応用できる｡ 詳 し
くとま､ 下記の文献 日 -22)を参照 して頂 きたい｡ また､ 別刷の請求を下 されば､関
連 した文献 をお送 り致 します｡
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